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１０月２９日から１１月２日までの日程で、アメリカ・ギルロイ市から４名の訪問団が来町し、姉妹都市提携
３５周年記念行事が行われました。詳しくは３ページをご覧ください。

ギルロイ市との姉妹都市提携35周年
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●
今
月
の
話
題

⑴人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
(R5.4.1)

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（B/A）

（参考）
３年度の
人件費率

４年度 人
4,927

千円
4,989,819

千円
105,130

千円
 714,472

％
14.3

％
14.3

※人件費には、町長・教育長・議員・各種委員に支給される給料・報
酬・共済費等を含みます。

 １．総括 １．総括

 ２．職員の給与等の状況 ２．職員の給与等の状況

⑵職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給与費 １人当た
り給与費
（B/A）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計　Ｂ

４年度 人
82

千円
258,049

千円
47,626

千円
97,787

千円
403,462

千円
4,920

※職員手当には退職手当を含みません。

⑴ 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
田子町 286,600円 41.4歳 310,227円 48.8歳

国 322,400円 42.4歳 286,900円 51.2歳

⑵職員の初任給の状況（令和５年４月１日現在）

区　分
田 子 町

決定初任給 採用２年経過日
給料月額

一般行政職
大学卒 185,200円 198,500円
高校卒 154,600円 164,100円

⑷職員の手当の状況（令和５年４月１日現在）

区分 内容

期末手当
勤勉手当

  期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.20月分 0.95月分
 12月期 1.20月分 0.95月分
 計 2.40月分 1.90月分

退職手当

 （支給率） 自己都合 定年
 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
 勤続35年 39.7575月分 47.709月分
 最高限度額 47.709月分 47.709月分

扶養手当

　配偶者 6,500円
　配偶者以外　・子 10,000円
　　　　　　　・父母等 6,500円
　　・満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで
　　　の子１人につき　5,000円加算

住居手当 　借家（借間）限度額 27,000円

通勤手当 　交通機関等利用者限度額 55,000円
　交通用具使用者限度額 31,600円

⑶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（令和５年４月１日現在）

区分 経験年数
10〜14年

経験年数
15〜19年

経験年数
20〜24年

一般行政職
大学卒 253,300円 271,400円 345,200円
高校卒 220,100円 251,500円 該当なし

技能労務職 高校卒 該当なし 該当なし 251,300円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

は、採用後の年数をいうものです。

町職員の給与・定員管理については、地方公務員
法などの規定に基づき条例等で定められています。
その状況について、町民の皆様へお知らせします。

区　分 給料月額等

給
　
料

町　長
副町長
教育長

763,000円
604,000円
556,000円

報
　
酬

議　長
副議長
議　員

283,000円
240,000円
225,000円

期
末
手
当

町　長
副町長
教育長

６月期　1.625月分
12月期　1.625月分
　計　　3.25月分

議　長
副議長
議　員

６月期　1.625月分
12月期　1.625月分
　計　　3.25月分

問 田子町役場総務課　☎２０−７１１１
●詳しくは町のホームページをご覧ください。

　https://www.town.takko.lg.jp

(2) 部門別職員数の状況と主な増減理由（令和５年４月１日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由令和４年 令和５年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

3
24
5
7
6

11
4
6

3
25
6
8
6

11
4
6

0
1
1
1
0
0
0
0

休職者への補充
休職者への補充
休職者への補充

小　　計 66 69 3
特別行
政部門

教　　育 16 14 △2 職員の退職、研修に伴う異動
小　　計 16 14 △2

公営
企業等

会計
部門

病　　院
水　　道

その他

11
3

21

12
3

22

1
0
1

採用による職員増

採用による職員増
小　　計 35 37 2

合　計 117 120 3
※職員数は一般職に属する職員数です。

(1) 一般行政職の級別職員数（令和５年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計
標準的な
職務内容 主事 主査 主幹 総括主幹、グルー

プリーダー、室長等
副参事
課長等 参事

職員数 人
17

人
20

人
12

　人
16

人
12

人
0

人
77

構成比 ％
22.1

％
26.0

％
15.6

　％
20.7

％
15.6

％
0.0

％
100

参
　
考

１年前の
構成比

％
28.3

％
16.6

％
16.6

　％
23.1

％
14.1

％
1.3

％
100

５年前の
構成比

％
33.8

％
9.5

％
16.2

　％
27.0

％
10.8

％
2.7

％
100

※１．田子町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

 ４．職員数の状況 ４．職員数の状況

 ３．特別職の報酬等の状況 ３．特別職の報酬等の状況

田子町職員の
給与・定員管理等

について

（令和５年４月１日現在）
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●
今
月
の
話
題

　
田
子
町
は
、
１
９
８
８
年（
昭

和
63
年
）に
ア
メ
リ
カ
・
ギ
ル

ロ
イ
市
と
姉
妹
都
市
を
提
携

し
、
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
10
月

29
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
の
日

程
で
、
ギ
ル
ロ
イ
市
姉
妹
都
市

協
会
会
長
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ピ

ー
プ
ル
ズ
さ
ん
、
メ
リ
ア
ン
さ

ん
ご
夫
妻
と
、
同
協
会
の
テ
ッ

ド
内
田
さ
ん
、
万
貴
子
さ
ん
ご

夫
妻
が
来
町
し
、
多
く
の
町
民

と
交
流
し
友
情
を
深
め
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
は
、
姉
妹
都
市
提

携
35
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

記
念
植
樹
な
ら
ぬ
「
記
念
に
ん

に
く
植
え
」
と
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
記
念
に
ん
に
く
植

え
」
は
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
隣
の
ギ
ル
ロ
イ
通
り
で
行
わ

れ
、
関
係
者
が
プ
ラ
ン
タ
ー
に

「
に
ん
に
く
」
の
種
を
植
え
付

け
、
35
周
年
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
末
永
い

交
流
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
田
子
町
に
ん

に
く
国
際
交
流
協
会
と
ギ
ル
ロ

イ
市
姉
妹
都
市
協
会
に
よ
る

「
友
好
宣
言
書
」
へ
の
署
名
が

行
わ
れ
、
姉
妹
都
市
提
携
35
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
後

も
互
い
の
多
様
性
を
尊
重
し
、

共
に
学
び
あ
い
な
が
ら
、
一
層

の
協
力
と
連
携
を
強
化
し
、
未

来
へ
の
懸
け
橋
と
な
る
こ
と
を

改
め
て
誓
い
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
は
、
町
文
化
観
光

交
流
施
設
み
ろ
く
館
で
、
テ
ッ

ド
内
田
氏
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
、
町
民
約
50
名
が
参

加
し
ま
し
た
。「
一
粒
の
『
に

ん
に
く
』
が
繋
い
だ
友
情
、絆
、

そ
し
て
世
界
平
和
へ
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
テ
ッ
ド
内
田
さ
ん

か
ら
、
田
子
町
と
ギ
ル
ロ
イ
市

の
姉
妹
都
市
交
流
が
始
ま
っ
た

経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
振

り
返
り
、
35
年
間
の
思
い
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滞
在
中
は
、
田
子
小

学
校
と
田
子
中
学
校
に
訪
問

し
、「
国
際
理
解
・
異
文
化
交

流
授
業
」
を
行
い
ま
し
た
。
中

学
校
の
授
業
で
は
、
ギ
ル
ロ
イ

市
在
住
で
、
次
期
田
子
町
国
際

交
流
推
進
員
と
し
て
着
任
予
定

の
ミ
ラ
ン
ダ
・
ジ
ャ
ニ
ッ
シ
ュ

さ
ん
ご
家
族
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

会
話
を
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
、
双
方
の
異
な
る

文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ギ
ル
ロ
イ
市
か
ら
の
訪
問
団

一
行
は
、
11
月
２
日
の
朝
、
田

子
町
を
出
発
し
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
国
際
交
流
事
業
が

楽
し
み
に
な
る
よ
う
な
、
心
温

ま
る
記
念
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

田
子
町
・
ギ
ル
ロ
イ
市

姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記
念

ギルロイ市からの訪問団一行

式典でスピーチするピープルズ会長

町民との記念撮影

田子中学校での特別授業 「記念にんにく植え」の様子

講演するテッド内田さん
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（
写
真
１
）
委
嘱
を
受
け
た
坂
本
さ
ん（

中
央
）

（
写
真
２
）
条
例
表
彰
受
賞
者
の
方
々
（
前
列
中
央
）

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱

状
交
付
式
（
※
写
真
１
）

　

11
月
８
日
、
役
場
公
室
で
田

子
町
自
衛
隊
協
力
会
の
坂
本
暁

子
さ
ん（
風
張
）に
、
田
子
町

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

２
年
間
で
、
坂
本
さ
ん
へ
の
委

嘱
は
今
回
で
２
期
目
と
な
り
ま

す
。
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、

自
衛
官
の
募
集
だ
け
で
な
く
防

衛
基
盤
の
育
成
も
担
っ
て
お

り
、
町
の
意
欲
あ
る
青
年
の
確

保
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
、
坂

本
さ
ん
は
「
命
を
懸
け
て
私
た

ち
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る
自

衛
隊
に
、
少
し
で
も
力
に
な
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　
自
衛
官
の
募
集
等
に
つ
い
て
、

ご
相
談
や
ご
質
問
が
あ
る
方
は

役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
20
―
７
１
１
１
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優
れ
た
功
績
を
讃
え
て
～

田
子
町
表
彰
条
例
表
彰
式

（
※
写
真
２
）

　

11
月
10
日
、
役
場
第
一
会
議

室
で
令
和
５
年
度
田
子
町
表
彰

条
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
子
町
表
彰
条
例
で
は
、
公
共

の
福
祉
の
増
進
に
功
労
の
あ
っ

た
者
ま
た
は
広
く
町
民
の
模
範

と
な
る
べ
き
者
を
表
彰
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
な
ど
に
貢
献
し
た
町

民
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
山
本
晴
美
町

長
が
「
受
賞
者
各
位
の
こ
れ
ま

で
の
活
躍
に
よ
る
町
政
へ
の
貢

献
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
町
政

へ
の
ご
指
導
と
ご
尽
力
を
賜
り

た
い
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
田
沼
誠

一
さ
ん
は
「
本
日
の
受
賞
の
感

激
と
喜
び
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
町
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
今
後
も
各
々
の
立

場
で
よ
り
一
層
努
力
す
る
所
存

で
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
功
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢

献▽
田
沼
誠
一
（
元
町
消
防
委
員

会
委
員
）

▽
元
村
優
憲
（
町
地
域
安
全
推

進
協
議
会
委
員
）

◎
産
業
、
経
済
、
土
木
及
び
交

通
等
の
振
興
発
展
に
貢
献

▽
畠
山
嘉
昭
（
町
土
地
改
良
区

理
事
長
）

◎
貯
蓄
、
納
税
、
消
防
及
び
統

計
に
つ
い
て
著
し
く
貢
献

▽
川
端
誠
（
統
計
調
査
員
）

長
年
の
功
績
を
讃
え
て
～

木
根
榮
さ
ん
が
瑞
宝
単
光

章
受
章
～
（
※
写
真
３
）

　

令
和
５
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
木
根
榮
さ
ん
（
道
地
）
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
、
11
月

14
日
、
役
場
公
室
で
受
章
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
根
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に

町
消
防
団
に
入
団
し
、分
団
長
、

団
付
分
団
長
な
ど
の
幹
部
職
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年

か
ら
の
約
２
年
間
は
副
団
長
と

し
て
積
極
的
に
職
務
に
あ
た

り
、
平
成
30
年
の
退
団
ま
で
の

約
42
年
間
、
町
消
防
団
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
消
防
団
の
顧
問
を

務
め
て
い
る
木
根
さ
ん
で
す
が
、

報
告
会
で
は
、
団
員
当
時
の
活

動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
消

防
団
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
ご

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
受
章
し
た
木
根
さ
ん
（
中
央
）
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（
写
真
４
）
満
１
０
６
歳
を
迎
え
ら
れ
た
佐

　

野
さ
ん
（
右
）

（
写
真
５
）
参
加
者
で
記
念
撮
影

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
今
回
の

受
章
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
消
防
団
の
顧
問
と
し
て
、

消
防
団
の
活
動
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
４
）

　

11
月
15
日
、
佐
野
ミ
ワ
さ
ん

（
舞
手
）の
満
１
０
６
歳
を
お
祝

い
す
る
た
め
、
佐
野
さ
ん
の
ご

自
宅
で
敬
老
祝
い
金
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
野
さ
ん
は

現
在
、
田
子
町
内
の
最
年
長
者

で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
福
田
博
実
副

町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
花

束
が
贈
ら
れ
、
ご
家
族
と
一
緒

に
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

佐
野
さ
ん
は
、
大
正
６
年
11

月
に
旧
上
郷
村
（
現
田
子
町
）

で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
ご
自
宅
で
息
子
の
信

雄
さ
ん
夫
婦
と
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
好

き
な
食
べ
物
は
ト
マ
ト
で
、
毎

日
欠
か
す
こ
と
な
く
食
べ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方

は
、
佐
野
さ
ん
を
含
め
て
６
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
む
～

東
京
田
子
会
（
※
写
真
５
）

　

11
月
25
日
、
東
京
都
内
で
第

38
回
東
京
田
子
会
総
会
及
び
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

か
ら
は
山
本
町
長
や
町
議
会
議

員
の
ほ
か
関
係
職
員
が
、
関
東

近
郊
か
ら
は
約
50
名
の
田
子
町

出
身
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
案
審
議
の
ほ

か
、
町
の
話
題
と
し
て
、
田
子

町
の
に
ん
に
く
が
生
産
開
始
60

年
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
交
流

会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
す

る
友
人
と
の
会
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
に
ん

に
く
加
工
品
な
ど
の
特
産
品
が

当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
に

ぎ
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
に
は
、「
串
餅
」「
な

べ
っ
こ
団
子
」「
煮
し
め
」
な

ど
、
懐
か
し
い
郷
土
料
理
が
お

土
産
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
最
後
に
集
合
写
真
を

撮
り
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し

て
い
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
６
）

　

11
月
28
日
、
役
場
公
室
で

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

夫
婦
が
婚
姻
か
ら
継
続
し
て
１

年
以
上
田
子
町
に
居
住
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合

に
、
夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

山
本
町
長
は
「
結
婚
生
活
を

楽
し
み
つ
つ
、
幸
せ
な
家
庭
を

築
い
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、

祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
対

象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
は
「
祝
い

金
は
旅
行
の
資
金
に
し
た
い
。

将
来
的
に
は
子
ど
も
を
授
か
っ

て
、
楽
し
く
て
明
る
い
家
庭
を

築
い
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
で
事
業
開
始

か
ら
67
組
目
、
今
年
度
３
組
目

の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
原
田
慎
也
・
真
弥
夫
妻
（
原
）

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
６
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

　地域おこし協力隊の五十嵐です。
　９月から運
営を始めたロ
ッ ジ カ ウ ベ
ル。２カ月ほ
どの営業期間
でしたが、約
200名の方に
ご宿泊いただ
き、盛況のうちに2023年の営業を終了すること
ができました。ロッジカウベルから見られる満
点の星空と雲海から昇る朝日は、日本国内でも
なかなか見ることのできない景色。わずか２カ
月の営業の間に４度泊まっていただいた方もお
り、この田子町の雄大な景色に大きな可能性を
感じさせてくれました。冬の間にまたしっかり
と準備をして来年度さらに満足いただける施設
となるよう、運営側で尽力していきたいと思っ
ています。今年度泊まっていただいた皆様、本
当にありがとうございました。今年来られなか
った皆様、ぜひ来年度はご家族やご友人たちと
泊まりに来てください。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村治樹
です。
　11月23日に千葉県多古町で開催された「いき
いきフェスタ TAKO2023」にて、田子にんにく
などの販売を行ってきました。県は違えど地名
が非常に似ていることもあり、ご縁を感じる多
古町。当イベントは１日で１万人もの方が来場
される一大イベント。当日は多くの方々が田子
町ブースに来てくださり、にんにくや加工品を
多数購入していただきました。田子にんにくを
毎年購入しているという方や、ふるさと納税で
食べられたという方もいらっしゃいました。し
かし、まだまだ田子町自体を知らないという方
も多い印象を受けました。
　町内の道の駅のレストランでは、田子牛と多
古米がコラボレーションした定食も販売されて
いるなど、町をあげて田子町の紹介をしてくれ
ているので、今後もこういったご縁が切れるこ
となく、むしろ両町にとって新たなつながりと、
発展を望めるような形になっていければと思っ
た１日でありました。ちなみに当日はその定食
をいただきました
が、甘辛なタレが
肉に絡みとてもお
いしかったです。
皆様も多古町に行
かれる際はぜひご
賞味ください。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆ TAKO と TAKKO！！！　　　　

◆ロッジカウベル
　2023年の営業が終了しました　　　

　

11
月
６
日
、
田
子
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
、
令
和
５
年
度

田
子
町
敬
老
者
顕
彰
状
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
か
ら
、
敬
老
会
は

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
顕
彰
状

の
対
象
と
な
る
節
目
の
年
を
迎

え
る
対
象
者
を
ご
招
待
し
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

伝
達
式
に
は
22
名
の
方
が
出

席
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

社
会
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
と
ご
長

寿
を
祝
い
、１
０
０
歳
到
達
者
、

88
歳
到
達
夫
婦
、
88
歳
到
達
者

に
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

9
月
末
日
を
基
準
日
と
し
た
顕

彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

88
歳
到
達
者

【
下
田
子
】
橋
本
弘
子
、
宮
村
や

す
【
向
山
】
竹
鼻
幸
子
、
新
井

田
善
四
郎
【
衣
更
】
舛
田
き
よ

子
【
七
日
市
】
大
村
と
め
、
村

木
滿
、
向
井
巖
男
、
湊
麗
子
、

釡
渕
慶
子
【
矢
田
郎
】
大
住
よ

し
、
戸
田
哲
夫
、

田
成
、
工

藤
福
治
、
関
口
い
そ
【
野
月
】

森
田
榮
子
、
西
山
操
、
西
山
よ

し
【
種
子
】
西
野
ト
ヨ
【
野
々

上
】
大
坊
と
わ
【
池
振
】
奥
家

君
子
、
奥
家
ト
ヨ
【
野
畦
沢
】

木
下
と
よ
【
川
向
】
遠
沢
ト
キ

ヱ
【
清
水
頭
】
山
市
ツ
マ
【
干

草
場
】
工
藤
き
ぬ
ゑ
、
澤
頭
と

み
【
長
坂
】
越
後
き
よ
【
西
舘

野
】
野
﨑
鈴
枝
、中
山
鐵
男
【
上

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
賞
者

及
び
青
森
県
知
事
顕
彰
者

　

１
０
０
歳
到
達
者

▽
種
子
清
一
（
野
々
上
）

▽
中
村
チ
セ
（
上
風
張
）

▽
菊
地
ツ
キ
（
道
前
）

▽
佐
野
ナ
ミ
（
袖
平
）

▽
原
ま
さ
ゑ
（
石
亀
）

▽
坂
下
ふ
よ
（
新
田
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰
者

　

88
歳
到
達
夫
婦

▽
釡
渕
富
榮
・
慶
子（
七
日
市
）

▽
越
後
利
男
・
き
よ（
長
坂
）

▽
川
端
定
吉
・
あ
ゑ（
野
面
）

▽
西
山
操
・
よ
し
（
野
月
）

▽
久
保
末
治
・
き
み
（
北
側
）

▽
大
森
與
七
郎
・
安
枝
（
新
田
）

●
田
子
町
長
顕
彰
者

野
】
原
い
そ
【
細
野
】
坂
下
ふ

く
、
脇
谷
し
め
【
上
相
米
】
沢

森
フ
デ
、
梅
内
信
、
堀
田
桂
子

【
北
側
】
久
保
き
み
、
森
ア
サ

【
中
本
町
】
米
田
良
子
、
森
一
男

【
下
本
町
】
市
村
惠
子
、
古
田
照

子
【
塚
ノ
上
ミ
】
渡
辺
き
よ
【
雀

ヶ
平
】
中
村
み
つ
ゑ
【
野
面
】

川
端
定
吉
【
飯
豊
】
三
田
ヒ
ロ

子
、
佐
藤
登
、
西
張
勳
、
中
村

志
美
代
【
原
】
白
板
秀
夫
【
道

地
】
小
笠
原
セ
ツ
子
【
茂
市
】

岡
田
靜
子
、
上
平
ヱ
チ
、
内
條

清
子
【
道
前
】
大
坊
健
二
【
関

上
】
櫻
川
テ
イ
【
夏
坂
】
日
向

ト
ミ
子
【
遠
瀬
】
大
向
末
治
【
新

田
】
坂
下
ア
キ
、
大
森
安
枝

長
寿
を
祝
っ
て
～
顕
彰
状
伝
達
式
～

敬
老
者
顕
彰
状
伝
達
式
の
様
子
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●
お
知
ら
せ

■  若者定住促進住宅　入居者募集のお知らせ
　田子町で運営している若者定住促進住宅について、
以下のとおり入居者を募集します。
▼募集戸数　若者定住促進住宅　
・A-2号（1LDK）１戸 / 家賃 30,000円　
・C-4号（2LDK）１戸 / 家賃 38,000円
▼募集期間　随時募集受付（募集戸数の上限に達した

時点で予告なく受付を終了いたします）
▼申込資格
１）次の条件にすべて該当すること
①新たに田子町に住所を有しようとする若者世帯であ

ること。または、町内に住所を有する者にあっては、
婚姻に伴って若者住宅に入居しようとする者。

②独立生計を営み、家賃を支払う能力を有する者であ
ること

③公租公課の滞納がない者であること
④申込者、または申込者と同居の予定者が暴力団員で

ないこと
⑤独立した生計を営む連帯保証人が１名あること
２）次の条件に努めなければなりません
①地元自治会等に積極的に参加するよう努められる者

であること
②地域行事へは積極的に参加するなど、地域とのコミ

ュニケーションに努められる者であること

　住宅の概要・申し込みについての詳細は町のホーム
ページをご覧ください。
https://www.town.takko.lg.jp/index.cfm/9,0,23,129,html
田子町 HP トップ＞くらしの情報＞住まい＞町営住宅

問役場建設課建設グループ（堀田）☎２０－７１１７

■  国民健康保険被保険者で令和5年11月以降に出産される人へ
　令和６年１月から産前産後期間の国民健康
　保険税が軽減されます！
　子育て世帯の負担軽減、次世代育成支援等の観点か
ら、国民健康保険の被保険者が出産する
際、産前産後の保険料を一定期間軽減す
る制度が創設されました。
　世帯主からの届出が必要ですが、「出産
育児一時金」の支給等により、出産の事実が確認でき
る場合、届出は不要です。詳しくは、全戸配布のチラ
シをご覧ください。

問役場税務課税務グループ（大久保）☎２０－７１１２

■  役場等年末年始休業のお知らせ
◎各公共施設
▼１２月２９日（金）～１月３日（水）

田子町役場、せせらぎの郷、町立田子診療所、
中央公民館、上郷公民館、農業者トレーニングセン
ター、タプコピアンプラザ

▼１２月２８日（木）～１月４日（木）
　町立図書館

◎社会福祉協議会関係
12月
23

（土）
24

（日）
25

（月）
26

（火）
27

（水）
28

（木）
29

（金）
30

（土）
31

（日）

1月
1

（月）
2

（火）
３

（水）

移送
サービス 休 休 休 休 休 休 休 休

老人福祉
センター 休 休 休 休 休 休 休 休

学童保育 休 休 休 休 休 休 休

デイ
サービス 休 休 休

配食
サービス 休 休 休 休 休

ヘルパー

■  令和６年所得申告相談について
　田子町では、令和６年所得申告相談を令
和６年２月～３月にかけて実施します。　
　コロナウイルス感染症対策（申告者の会
場滞在時間短縮）として、今年も申告相談
当日の農業や営業の収入、経費、医療費控除等の計算
は中止いたします。それに伴い、今年も計算が不安な
方向けに事前計算会を行います。
　詳細は１２月全戸配布のチラシをご覧ください。
問役場税務課税務グループ（大久保）☎２０－７１１２

■  確定申告は「マイナカード」と「スマホ」で
　自宅から
　マイナンバーカードを利用し、マイナポータルから
申告に必要な各種証明書等のデータを一括取得し、確
定申告書の該当項目へ自動入力できます（マイナポー
タル連携）。控除証明書等の集計や１件ずつ入力する
手間が省けて大変便利です。
　マイナポータル連携をご利用いただくためには、マ
イナポータルの利用者登録やマイナポータルと e-Tax
を連携するなどの事前準備が必要です。
　事前準備が完了したら、国税庁ホームページの「確
定申告書等作成コーナー」からマイナンバーカードを
使ってマイナポータル連携を利用して確定申告書を作
成できます。

問八戸税務署個人課税第一部門
　☎０１７８－４３－０１４１（音声案内２番）

確定申告書等
作成コーナーは

こちらから→
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●
お
知
ら
せ

みなさんにご紹介！
たっこ町民のウチゴハン
10月のひとくるめゃ文化祭で実施した「食育SAT
（サッと）システム」。実物大フードモデルを選ぶ
だけ。サッ！と瞬時に食事バランスがわかります。
今月は星５つ判定の満点者である70代男性の朝食
をご紹介します。

GOODポイント
◎朝食で魚を食べると脂質の項目が改善されます。
鮭は良質なたんぱく質が豊富。朝に食べると筋肉
維持に効果的！
◎朝食で野菜を食べるとＬＤＬコレステロール（悪
玉）が下がります。“朝トマト”はアンチエイジン
グ・生活習慣病予防に効果的！
◎朝食に果物を食べると血糖値の項目が改善されま
す。目安は握りこぶし1つ分。おすすめはカリウ
ム豊富なキウイフルーツ。

（地域包括支援課栄養士　本木）

内容
ご飯　具だくさん味噌汁
焼き鮭
野菜サラダ
牛乳　
野菜ジュース（野菜汁100％）
キウイフルーツ

■  油流出事故にご注意ください
　例年冬期になると、家庭や事業所から灯油等が流れ
出す油流出事故が多発しています。原因は、ホームタ
ンクのバルブや配管の劣化、除雪時のホ
ームタンクや配管の破損、ホームタンク
から小分け時に目を離す等、不注意によ
る流出が大半です。
　油流出事故が発生すると、側溝や水路を通じ河川に
流出する危険があります。河川に流出すると下流域全
体に影響を及ぼし、河川環境や水生生物にも悪影響を
与えるほか、場合によっては水道用水の取水停止など
重大な事態に陥ることもあります。また、事故の処理費
用は、原因者の方に負担していただくことになります。
　各家庭や事業所では、「油類を取扱う責任者」であ
るという意識を持ち、タンクの劣化状況点検や補修を
行い、除雪作業等の破損事故にも十分注意しましょう。
なお、事故を起こした場合や発見した場合は、市町村
役場、消防署、警察署等へ速やかにご連絡をお願いし
ます。

問岩木川 ･ 馬淵川水系水質汚濁対策連絡協議会事務局
　国土交通省青森河川国道事務所河川占用調整課

☎０１７－７３４－４５３７

■  地域就職相談会のお知らせ
　お仕事を探されておられる方の就職のきっかけ作り
のイベントです。
　主に三戸郡の企業が参加を予定しており、参加企業
による事業説明の他、採用担当者との採用
や労働条件等の個別相談も行います。
　参加希望の方は開催日前日まで申し込み
ください。
▼日時　１月２６日（金）午後１時～３時
▼場所　アップルドーム２F ボランティア支援センター
　　　　三戸郡三戸町川守田字元木平８－１

▼問い合わせ・申込み先　
　三戸町地域職業相談室（アップルドーム２F）

　☎２０－０２５５
　八戸公共職業安定所職業紹介第一部門

☎０１７８－２２－８６０９

■  被害者支援活動員第13期生募集
　あおもり被害者支援センターは、犯罪・
交通事故により被害を受けた方やそのご
家族、ご遺族に、電話・面接相談や直接
的支援などを行う民間の団体です。支援
活動は、ボランティアの方々によって行われています。
　ただいま、支援活動員を募集しております。養成講
座は４月から概ね１年間で毎月１回程度実施します。
あなたも私たちの活動に参加してみませんか。
　募集要項は、各市役所、役場等に設置しているほか、
ホームページ（http://www.aomori-vs.com）からもダ
ウンロードできます。
▼応募期間　令和６年１月～３月２９日（金）

問あおもり被害者支援センター事務局
　☎０１７－７１８－２０８５（平日午前９時～午後５時）

■  後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
◎交通事故等にあったとき
　交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為
によって負傷され、被保険者証を使って治療を受けた
ときは、必ずお住まいの市町村へ届出してください。
また、自損事故の場合や、業務中の事故で労災が適用
されない場合にも届出が必要です。
　詳細については、お住まいの市町村または青森県後
期高齢者医療広域連合（☎０１７－７２１－３８２１）まで
お問い合わせください。

問役場住民課福祉グループ（前田）☎２０－７１１９
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■  令和６・７年度国有林モニターの募集
　東北森林管理局は、国有林野の管理経営に皆さまの
声を役立てていくため、モニターを募集しています。
▼募集人員　４８名程度
※各地域内の人数及び年齢・男女比等の均衡を図る
ため、最終的な人数と前後することがあります。
▼募集期間　１２月１５日（金）～令和６年２月１６日（金）
　　　　　　〔当日必着〕
▼任　　期　　令和６年４月１日から２年間
▼内　　容　アンケートへの回答、現地見学会、国有

林モニター会議への出席など
　応募資格、応募方法など、詳しくは東北森林管理局
HP をご覧いただくか、担当までお問い合わせください。

問東北森林管理局企画調整課国有林モニター担当
　☎０１８－８３６－２２２８　メール : t_kikaku@maff.go.jp
　https://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

■  「日本で最も美しい村」連合連携企画
　『雪よ！届け！』北海道赤井川村から沖縄県多良間
　村へ　CAMPFIRE でクラウドファンディング挑戦中
　「日本で最も美しい村」連合に加盟する町村の地域
おこし協力隊が中心となり、沖縄県多良間
村に住む子どもたちに「雪を見て、触れて
ほしい！」という思いから始まりました。
　北海道から沖縄まで加盟している町村があることを
活かし、連合のつながりをきっかけに子どもたちに特
別な体験をさせるプロジェクトに挑戦しています。

QR コードからアクセスしてご支援く
ださい。または「CAMPFIRE 雪よ！
届け！」で検索

　皆様からの温かいお気持ちお待ちしております。
　１月１８日（木）まで支援を受付中です。

「日本で最も美しい村」連合 https://www.utsukushii-mura.jp

■  大韓航空 青森・ソウル線の運航再開決定!!
　大韓航空 青森・ソウル線が１月２０日（土）から運航
を再開します。
▼運航開始日　１月２０日（土）から　
▼ダイヤ　
　週３便（火、木、土）運航
　仁川発 １０：３０ →  青森着 １２：５０
　青森発 １３：５５ →  仁川着 １６：５５
▼運航機材
　Ｂ７３７－８（１４６席）

　３年１０カ月ぶりの再開となり、心待ちにしていた方
も多いと思います。直行便で行きやすくなった韓国で、
グルメや観光など満喫してみてはいかがでしょうか。
　仁川空港は世界各地への路線を持つハブ空港です。
ぜひ、韓国をはじめ世界各地へのご旅行などでご利用
ください。

◎青森県庁ＨＰ「青森・ソウル線関連情報」
　https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kikaku/kotsu/

beyondseoul_2020.html

■  第4回青森県県民公開講座
　心臓リハビリで心臓病の再発を予防しよう
▼日時　１月２５日（木）
　15：00 ～15：15　スライド講演
　15：15 ～15：30　リハビリ実演
　15：30 ～16：00　個別相談会
　＊動きやすい服装でご参加ください
▼会場（定員）　①弘前大学医学部コミュニケーション

センター（100名）　②弘前大学医学部附属病院１階
脳卒中・心臓病等総合支援センター実況中継（10名）
③ ZOOM 配信

▼講師　弘前大学医学部附属病院医療技術部　リハビ
リテーション部門　理学療法士　石岡新治

▼参加費　無料
▼申し込み方法　①ホームページの「第４

回県民公開講座」から　②２次元バーコ
ード内登録フォームから

　https://forms.office.com/r/jgESCtgFkv
　③脳卒中・心臓病等総合支援センター内申込 BOX へ

投函　④お電話、メールにて申し込み
　当日参加、当日キャンセルも可能です。

問青森県・弘前大学医学部附属病院　脳卒中・心臓病
　等総合支援センター ☎０１７２－３９－５４５９
　メール：noushincenter@hirosaki-u.ac.jp
▽主催　青森県、弘前大学医学部附属病院脳卒中・心

臓病等総合支援センター

■  青森県最低賃金が変わりました
　１０月７日から　時間額　８９８円
　「青森県最低賃金」は、産業や職種にかか
わりなく青森県内のすべての事業所で働く労
働者に適用されます。パ－トタイムの方、ア
ルバイトの方もすべて対象です。
　なお、通勤手当や家族手当をはじめ、最低賃金額の
算定に含まれない賃金がありますので、詳しくは下記
へお問い合わせください。

問青森労働局労働基準部賃金室 ☎０１７－７３４－４１１４
　または最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。
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田子町生涯学習町民研修会
　12月３日に田子町生涯学習町民研修会・田子町連
合父母と教師の会研修会・三八地区女性育成研修会が
中央公民館ホールにて開催されました。
　第１部では、「子育て・孫育て・つながる家族」と
題し ㈳ 青森県助産師会孫育てチームの蛯名えり子氏
に講演していただきました。

　蛯名氏は孫育
てについて、祖
父母は「老いて
いく姿を見せる
ことや存在に意
味がある」や、
現代の祖父母の
想いとして「頼
ってほしいが最

近の子育ての仕方がわからない」等、なかなか踏み出
せない現状もあると説明くださいました。
　また、現代の子育て事情として、子育ての価値観・
方法の変化等を挙げ、「祖父母に頼りたいが、子育て
の価値観が違うから頼みづらい」想いが両親にあると
いうことでした。蛯名氏からは、子育ての主役は両親、
祖父母は協力サポーターであり一番の味方と立ち位置
が決まっているといった説明もありました。
　第２部では、

「災害から子ど
もを守るには」
～子どもの心の
ケア～と題し
㈳ 青森県助産
師会孫育てチー
ムの宮本由美子
氏に講演してい
ただきました。
　過去の災害等から学ぶこととして東日本大震災や熊
本地震での母子の様子を説明し、地域で母子を支援し
ていく必要があるとし、理由として妊婦であることを
申し出にくいことや避難所では妊産婦・乳幼児が過ご
しにくいことを挙げました。
　また、役立つケアとして、不安や緊張がほぐれるタ
ッピングタッチや道具などがいらない歌遊び、身近な
もので出来る抱っこバンド・おんぶひもがあることを
教えてくれました。
　宮本氏は最後に、災害時ではどの場面でも「笑顔や
心のこもった手のぬくもり」が大きな力になるとしま
した。

水曜わんぱくじゅく
●たこ焼き＆パフェ＆カルタ遊び
▽と　き　１月11日（木）午前９時～午後４時
▽ところ　上郷公民館
▽対象者　小学校５年生～６年生
▽参加費　500円
▽内　容　カルタ、たこ焼き、軽スポーツ、パフェ作り
▽持ち物　エプロン、三角巾、タオル、中ズック
▽申　込　12月26日（火）までに申込用紙と参加費を
　上郷公民館または中央公民館へ持参ください。

スポネットたっこからのお知らせ
●町民ふれあいフットサル大会
　▽と　き　１月28日（日）
　▽ところ　農業者トレーニングセンター
　▽参加費　１チーム4,000円
　▽申　込　１月15日（月）まで
　※詳しくは配布されたチラシをご覧ください。

●ソフトバレーボール大会
　▽と　き　２月18日（日）
　▽ところ　田子中学校体育館
　▽参加費　１チーム4,000円
　▽申　込　２月５日（月）まで

●歴史講座
▽と　き　１月19日（金）午後７時～８時
▽ところ　みろく館
▽参加費　無料
▽内　容　三戸南部と八戸南郷 −その発端を知る−
▽持ち物　筆記用具

●いけばな講座
▽と　き　１月20日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円前後
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
▽申　込　１月12日（金）まで

●フラワー教室
▽と　き　１月23日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　3,000円程度
▽内　容　お正月しめ縄飾りまたはお正月の花
▽申　込　１月15日（月）まで

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０−７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。



11

●医療
▽腰痛は、タイプ別ちょこっと運動

で治す！／493ヨ
▽がん経験者のリアルな生活
　／494キ

●家政、料理、園芸
▽再出発整理／590ヤ
▽公式ガイド＆レシピきのう何食べ

た？／596キ
▽オーガニック植木屋の庭づくり／

629ヒ

●歴史・時代小説
▽奥州狼狩奉公始末／東圭一
　／913ア
▽ふりさけ見れば／上下巻／阿部龍

太郎／913ア
▽金の蠢動／日雇い浪人生活録15

／上田秀人／913ウ
▽居酒屋お夏春夏秋冬５／岡本さと

る／913オ
▽居酒屋お夏春夏秋冬６／岡本さと

る／913オ
▽なみだあめ＜哀愁＞時代小説傑作

選／913ジ
▽立夏の水菓子／たすけ鍼２／山本

一力／913ヤ
▽天神参り／たすけ鍼３／山本一力

／913ヤ

●ミステリー・警察小説など                                                      
▽Ｑ／呉勝浩／913ゴ
▽狙撃手の祈り／城山真一／913シ
▽マリスアングル／姫川玲子11 ／

誉田哲也／913ホ

●そのほかの小説など
▽椿ノ恋文／小川糸／913オ
▽星を編む／凪良ゆう／913ナ
▽じい散歩／藤野千夜／913フ
▽夜明けのはざま／町田そのこ／

913マ
▽黒い絵／原田マハ／913ハ
▽私労働小説／ブレイディみかこ／

913ブ
▽肌馬の系譜／山田詠美／913ヤ
▽婚活食堂９／山口恵以子／913ヤ

●エッセイ、短歌など
▽老いてこそ、スマホ／007マ
▽50歳からのごきげんひとり旅／

山脇りこ／291ヤ
▽アボカドの種／俵万智／911タ

図書館情報

▽期間　12月28日（木）～１月４日（木）の８日間
　利用者のみなさまには大変ご不便をおかけしますが、どうぞご了
承くださるようお願いします。この期間中は本を返却する「ブック
ポスト」はなるべくご利用にならず、１月５日（金）以降の返却をお
願いします。

●年末年始休館日のお知らせ

図書館おやすみカレンダー

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時
図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

1月の図書館行事
▼１／10（水）
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼１／13（土）午前11時15分～
　紙芝居と本の読み聞かせ
▼１／20（土）～
　古雑誌 ･ 古本お持ち帰りコーナー
▼１／24（水）
　セカンドブック／せせらぎの郷

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。

　みずみずしい感性、好奇心、柔軟な
思考、そうしたものを持ち合わせてい
る若い人たちにおすすめする本を集め
て展示・貸出します。気持ちが若い、
年上の人たちももちろん大歓迎。どう
ぞご利用ください

○運動脳／アンデシュ・ハンセン
○やらかした時にどうするか／畑村洋
　太郎
○やりたいことが見つからない君へ／
　坪田信貴
○ぼく／谷川俊太郎

●「若い人におすすめる本」特集

「若い人に贈る読書のすすめ」展示と貸出

▽期間　１月20日（土）から
　本がなくなり次第終了します。
▽対象　図書館の貸出券をお持ちの

中学生以上の方

▽内容　古雑誌（一人３冊まで）と
　古本（一人何冊でも）を差し上げ
　ます。

▽日時　１月13日（土）
　午前11時15分～
▽対象　どなたでもご

覧になれます。
▽内容　「つつじの会」

が田子町の昔話を紙
芝居で実演します。

●古雑誌 ･ 古本お持ち帰りコーナー

●紙芝居と本の読み聞かせ

紙芝居を楽しむ参加者
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町
の
人
口

令
和
５
年
11
月
30
日
現
在

世帯数／2061（−２）
人口／4829（−13）
男／2330（−８）
女／2499（−５）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
楽
し
い
年
末
年
始
を
迎
え
る

た
め
に

　

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え

る
こ
の
時
期
、
各
家
庭
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る

4
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
こ
ん
ろ
を
使
う
時
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃

除
し
、
不
必
要
な

プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◎
お
願
い

　

何
か
と
忙
し
い

た
め
火
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

火
を
使
っ
た
後
や
、
お
出
か

け
前
、
お
休
み
前
に
は
も
う
一

度
火
の
元
を
確
か
め
、
火
災
の

な
い
年
末
年
始
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
情
報
案
内
の
番
号
を
変

更
し
ま
し
た

７
月
１
日
か
ら
の
受
付
番
号

☎
０
５
０
‐
５
５
３
６
‐
５
９
８
５

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
三
戸
警
察
署
管
内
に
お
け
る

ス
リ
ッ
プ
事
故
発
生
状
況

　

令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年

３
月
末
ま
で
の
間
に
、
三
戸
警
察

署
管
内
に
お
い
て
発
生
し
た
ス
リ

ッ
プ
事
故
は
合
計
59
件
で
し
た
。

▽
時
間
帯
別
で
は
、
午
前
６
時
か

ら
午
前
８
時
ま
で
が
最
多
で
11
件

（
18
・
６
％
）

▽
路
線
別
で
は
、
町
道
が
最
多
で

18
件
（
30
・
５
％
）

▽
事
故
類
型
別
で
は
、
単
独
衝
突

が
最
多
で
38
件
（
64
・
４
％
）

　

単
独
衝
突
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

運
転
手
が
「
い
つ
も
通
っ
て
い
る

道
路
で
、
ま
さ
か
凍
っ
て
い
る
と

思
わ
な
か
っ
た
」
と
、
路
線
に
対

す
る
認
識
の
甘
さ
が

事
故
原
因
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　

前
日
の
気
温
や
当

日
の
天
気
な
ど
で
路
面
状
況
は
急

激
に
変
化
し
ま
す
。
冬
道
を
運
転

す
る
際
は
「
早
め
の
出
発
と
夏
場

よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
」「
路

面
乾
燥
時
よ
り
２
倍
の
車
間
距
離

を
保
つ
」「
急
ブ
レ
ー
キ
や
急
ハ

ン
ド
ル
な
ど
、
急
の
つ
く
動
作
を

控
え
る
」
こ
と
を
心
が
け
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
、
残
り
溝
を
し
っ
か
り

確
認
し
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
適
正
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

5
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

9
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

10
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

たっこオレンジカフェ（みろく館）
午前10:00～11:30

11
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00～3:00

12
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

15
（月）

こころの健康講演会（中央公民館）
午後1:30～3:00

16
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

17
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

18
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00～3:00

八戸若者サポートステーション無料出張
相談会（せせらぎの郷）午後2:00～4:00

19
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

22
（月）

子宮がん・乳がん検診（せせらぎの郷）
午前11:00～午後2:00

23
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

子宮がん・乳がん検診（せせらぎの郷）
午前11:00～午後2:00

24
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～正午

25
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00～3:00

26
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

30
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

31
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

１月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

誕生

●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●佐野金次郎（93歳）西舘野
●山口貞一（89歳）山口
●工藤定次郎（92歳）原
●宮村ちよ（96歳）南側
●栗木定夫（89歳）下田子
●久慈將歳（73歳）上風張
●工藤正夫（89歳）七日市
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
２
学
期
の
田
子
小
学
校
の
様
子

　

猛
暑
の
影
響
を
受
け
、
２
学
期
の
ス

タ
ー
ト
は
、
冷
房
の
効
い
た
教
室
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
始
業
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
夏
ほ
ど
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
頻
繁
に

発
令
さ
れ
、
児
童
の
活
動
に
影
響
が
出

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

９
月
の
初
め
に
は
、
感
染
症
が
広
が

り
、
臨
時
休
校
等
の
措
置
を
取
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
６
年
生
全
員
が
無

事
に
、
函
館
へ
の
修
学
旅
行
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
旅
先
で
、
田
子
町

の
良
さ
を
伝
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

っ
た
と
こ
ろ
、
地
元
函
館
の
方
を
は
じ

め
、
青
森
市
、
遠
く
は
静
岡
県
の
方
か

ら
、「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
度
田
子
町
に
行
っ
て
み

た
い
で
す
」
と
お
礼
の
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
児
童
に
と
っ
て
も
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
に
は
、
学
習
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
特
別
な
制
限

を
設
け
な
い
学
習
発
表
会
と
な
り
、
た

く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
学
年
の

発
表
は
、
そ
れ

ぞ
れ
学
年
の
個

性
が
よ
く
出
て

い
ま
し
た
。
学

習
発
表
会
の
様

子
に
つ
い
て
は
、

11
月
よ
り
開
設

し
た
、
学
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
学
年
だ
よ
り
」

内
の
、「
11
月

号　

Ｈ
Ｐ
用　

裏
面
」
に
も
載

せ
て
お
き
ま
し

た
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
画
像
を
荒

く
し
て
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

２
学
期
も
、
地
域
の
方
の
ご
協
力
に

よ
り
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
５
年
生
は
、
宇
藤
さ
ん
の
ご

協
力
の
も
と
、
稲
刈
り
・
脱
穀
体
験
を
、

３
年
生
は
、
種
子
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
に
ん
に
く
の
植
え
付
け
体
験
を
、
２

年
生
は
、
サ
ン
モ
ー
ル
商
店
街
、
郵
便

局
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
町
立
図

書
館
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
町
た
ん
け

ん
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

田
子
小
学
校
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
先
述
の
「
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
適

時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
小
学
校

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

修学旅行

学習発表会

田
子
小
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

樹
齢
札
傾
ぎ
大
樹
の
枯
れ
に
け
り 

や
な
た
翠
芳（
孝
芳
）

年
の
瀬
や
八
相
め
で
た
し
陶
狸 

森
き
よ
し（
清
）

名
の
木
枯
る
生
あ
る
も
の
の
月
日
か
な 

川
村
キ
ヱ

段
取
り
を
書
い
て
は
失
く
す
年
の
内 

山
本
一
枝
子

な
り
ゆ
き
に
任
す
余
生
や
根
深
汁 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

屋
敷
木
の
太
き
安
ら
ぎ
冬
籠
り 

原
　
秋
月（
菊
次
郎
）

み
ろ
く
吟
社
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興

味
の
あ
る
方
は
、

田（
☎
32
‐
３
８
７
８
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　 田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
４
年
１
月
号
（
令
和
５
年
12
月
20
日
発
行
）
通
算
第
７
７
０
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　田子町消防団出初式を下記のとおり
開催します。出初式当日はタプコピア
ンプラザ付近でサイレンが鳴ります
が、火災とお間違いのないようご注意
ください。

▼日　時　１月１４日（日）午前10時～
▼場　所　タプコピアンプラザ駐車場
　　　　　など

※午前１０時から消防団による一斉放
水訓練が実施されます。

※農協ストア前から中央公民館までの
道路で午前１０時３０分から１１時ま
で、通行止めなどの交通規制が行わ
れます。皆様のご理解とご協力をお
願いします。

たとえば  介護の困りごと たとえば  暮らしの困りごと

　田子町出身の葛
川 智 寛 さ ん（33）
は、田子高校卒業
後に八戸の会社に
就職されると同時
に、一度町から離
れるも、親御さん
の体調変化を理由に戻られ、
元々の友人や知り合いとのご
縁から、三戸町の商店や地域
商社にて就業。その中で、地
元の農家さんと触れ合う機会
が増えたそうで「普段の業務
以外のこともいろいろ調べた
りして、自分なりに取り組み
ました。共に悩みを解決でき
た時は、楽しかったしうれし
かった」と振り返られました。
　また、取引先や消費者と生
産者との間をつなぐ役割も経
験し、自らのスキルを、より
生産者のためにとの想いから、
WEB 制作会社「iBee」を、2021
年６月に立ち上げられました。

「田子町には挑戦
している人が多い
ことに、大人にな
って気付けたし、
自らの指標にもな
っている」と熱く
語られました。

　そして今年の９月より、町
内の宿泊施設「ロッジカウベ
ル」の管理するスタッフにも
従事されています。「ロケーシ
ョンだけでなく、より非日常
感を味わっていただくため、
いろいろなサービスの提供を
皆で考えています」。さらには、
独自に考案したガマズミの加
工品販売等も計画中とのこと。

「やりたいことはたくさんある
けれど、今後も地域の生産者
が作り出すものの素晴らしさ
を、より良く発信していきた
い」と今後を見据え語られて
いました。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

木村治樹隊員が取材
！

木村治樹隊員が取材
！

町内でがんばる町内でがんばる
若者を紹介します若者を紹介します

※高齢者の困りごとや相談がある方は、田子町地域包括支援センターまで連絡をお願いいたします。

知っておきたい
田子町の福祉・介護のお役立ち情報
地域包括支援センターとは？

高齢者のみなさんを介護・福祉・健康・医療等の面から支える機関で、
さまざまな相談に専門職が対応いたします。

リレー連載
第４回

担当：役場地域包括支援課（せせらぎの郷）田子町大字田子字前田2-1　☎２０−７１００

● 家族に介護サービスを利用さ
せたい。どうすればいい？

● 家族の介護がたいへん。誰か
に相談したい。

● 家族の物忘れが心配。認知症
だったらどうしよう……。

● 一人暮らし。急に具合が悪くなっ
たらどうしよう……。

● この先、お金の支払いができる
か心配。どうしよう……。

● 最近、自分のことができなくなって
きた。この先、どうしよう……。

令和６年田子町消防団出初式令和６年田子町消防団出初式


